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● 新卒で   ERPパッケージベンダー       

● 2018年 イノベーションテックカンパニー             

● 2020年 3月アルファドライブにジョイン            

○ 最近は主にフロント開発         

○ AWS CDK、 Chat Ops使って仕組み作り      
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自己紹介  

株式会社アルファドライブ            /  
株式会社ニューズピックス          

テックリード    
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サービス  

NewsPicks

NewsPicks  Ent e r pr ise



NewsPicks  Academia
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サービス  

MOOC Ent e r pr ise

NewsPicks  Lear ning に変更   1 1 / 1 5  予定



※現在稼働中   

MOOC Ent e r pr iseに Gr aphQLの導入 

REST APIの GETに対し   Quer yを段階導入   
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今回やったこと     

MOOC Ent e r pr ise



NewsPicksの技術的負債の解消のための           
資産蓄積・技術検証       

今回焦点を当てたのは以下の問題             

● APIがフロントで使わないデータを返却している                  
● WEB、 iOS、 Andr oidそれぞれで最適な        APIを作るは大変    
● 画面で必要なデータを取得するために複数の                    APIを実行 
● 画面で必要なデータを一度に取得するために複雑な処理を書いた                             APIをつくる  
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何故やったのか     



7

とある   AWS SAの発表にて   

Nope！

Tori@trics “技術的負債とステークホルダと説明責任と / The Debt”. 2021-03-12.
https://speakerdeck.com/toricls/the-debt（参照2021-06-28）
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とある   AWS SAの発表にて   

Tori@trics “技術的負債とステークホルダと説明責任と / The Debt”. 2021-03-12.
https://speakerdeck.com/toricls/the-debt（参照2021-06-28）



Gr aphQLアーキテクチャ選択       
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Apollo Server AWS AppSync

環境 手動で構築 フルマネージド

サーバー管理 必要 不要

パフォーマンス
レイテンシ

チューニング サービス依存

負荷耐性 チューニング
耐性強

クォータ、 Pre-warming

コスト Fargate など構築方法による
クエリ操作、データ転送、 AWS Lambdaなど
リクエスト数、データ量、接続時間に依存
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アーキテクチャ比較       
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アーキテクチャ比較       



本番リリースまでにはサービス要件により困難がありましたが                          
乗り越えると快適      

やっぱりフルマネージドは便利！             

● Gr aphQLの本番環境での検証が短期間でできた               
● フロントエンジニアでも簡単にできた               

× 1 ヶ月
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AWS AppSync よかったこと      &感想



ということで、始めていきます            
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1 . サービスの構成     
2 . 入門編：    AWS AppSyncの導入 
3 . 実践編：サービスの要件に合わせて構築                
4 . デプロイフロー構築       
5 . まとめ、残った課題       
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サービスの構成     

動画関連    API



リクエスト   
● 4 0 ,0 0 0  /  Day
● 8 0  /  min
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サービスの構成     

動画関連    API
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AWS AppSync



Apollo Server AWS AppSync

環境 手動で構築 フルマネージド

サーバー管理 必要 不要
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アーキテクチャ比較       
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1 . サービスの構成     
2 . 入門編：    AWS AppSyncの導入 
3 . 実践編：サービスの要件に合わせて構築                
4 . デプロイフロー構築       
5 . まとめ、残った課題       
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サービスの構成     

動画関連    API



・ HTTP リゾルバーを設定      
・マッピングテンプレートは             VTLを使う。  
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AWS AppSync の設定 

HTTP



🎉🎉 ここまでの検証を        1 日でできた！    
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🤔🤔 レイテンシどのくらいなんだろう             
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パフォーマンス計測         1

API Speed (sec)クライアント      AWS AppSync

0 .1 1

0 .0 6

※ Response  da t a  0 .5 KB程度のシンプルな        APIで計測 
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1 . サービスの構成     
2 . 入門編：    AWS AppSyncの導入 
3 . 実践編：サービスの要件に合わせて構築                
4 . デプロイフロー構築       
5 . まとめ、残った課題       
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ちょっと予習    



Edge  Loca t ionsで
高速・軽量にコード実行が可能！             

2 0 2 1 / 5  Re lease！
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CloudFr ont  Funct ions



Amazon CloudFr ont のイベント   
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Viewer Request

Viewer Response

Origin Request

Origin Response

CloudFront Functions

Lambda@Edge Lambda@Edge



r eq/ r esのヘッダー操作など       
前処理   / 後処理が簡単・軽量に！         

CloudFr ont  Funct ionsの役割 
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CloudFr ont  Funct ions

behavior
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1 . サービスの構成     
2 . 入門編：    AWS AppSyncの導入 
3 . 実践編：サービスの要件に合わせて構築                
4 . デプロイフロー構築       
5 . まとめ、残った課題       
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1 . Cookieを利用している     
2 . パブリックアクセスする           APIが存在 
3 . ステージング環境でのテストを行えるようにする                    

サービスの要件     



必要なこと   
1 - 1 .  AWS AppSyncへのカスタムドメイン設定          
1 - 2 .  CORS設定
1 - 3 .  AWS AppSyncから  APIサーバーに     Cookieの f or war d
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1 . Cookieを利用している     

Cookieを APIサーバーまで送る      



問題
- AWS AppSyncにはカスタムドメインが設定できない               
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1 - 1 . AWS AppSyncへのカスタムドメイン設定          



問題
- AWS AppSyncにはカスタムドメインが設定できない               

解決策 
- CloudFr ont を導入する   
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1 - 1 . AWS AppSyncへのカスタムドメイン設定          

xxxxx.newspicks .com



①フロント側に       cr edent ia lsの設定して     Cookieを送る 
② Viewer  Responseで以下を設定する      

● access - cont r ol- a llow- or igin
● access - cont r ol- a llow- cr edent ia ls
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1 - 2 . CORS設定

Viewer Response

①

②

②



問題
- AWS AppSync上では   Cookieにアクセスできないので           f or war dできない  
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1 - 3 . AWS AppSyncから  APIサーバーに     Cookieの f or war d



解決策 
① Viewer  Reques t で Cookieをカスタムヘッダーに退避          
ex. x- cus t om- cookie

② AWS AppSyncから  APIに送る時にカスタムヘッダーから               Cookieに f or war d
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1 - 3 . AWS AppSyncから  APIサーバーに     Cookieの f or war d

Viewer Request
① ②



39

2 . パブリックアクセスする           APIが存在 

トップ画面は未ログイン時も             APIからデータを取得して表示          

→ AWS AppSyncの 認証  どうしよう    🤔🤔



● API_KEY 認証

● AWS_IAM 認証

● OPENID_CONNECT 認証

● AMAZON_COGNITO_USER_POOLS 認証
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認証方法を選択     

ここの認証   



● API_KEY 認証
→○

● AWS_IAM 認証
→× CloudFr ont 挟んでると使えない       

● OPENID_CONNECT 認証
→× パブリック     APIへの対応が難しい、導入コストが高い               

● AMAZON_COGNITO_USER_POOLS 認証
→× NewsPicks全体に入れるとクォータに引っかかる可能性がある                     
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認証方法を選択     

ここの認証   



● デフォルト期限が        1 週間
● 期限の設定可能は        3 6 5 日後まで  
● 削除ボタンを押すと警告なく削除される、、                  
● API KEYをユーザー側に配信すると何かあった時に復旧がつらい                       
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API KEYを選んだ時の注意点       



● API KEYをユーザー側に配信すると何かあった時に復旧がつらい                       

→ Viewer  Reques t で API KEYを差し込む対応     
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API KEYを選んだ時の注意点       

Viewer Request

API KEY



課題

HTTPリゾルバーがパブリックアクセスのため                
プライベートなネットワークにアクセスできない                    

×
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3 . ステージング環境でのテストを行えるようにする                    

HTTP



本番

🤔🤔 本番と同じ構成でもう一つ作ってトラフィックを分けてテストする、、、？                                
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3 . ステージング環境でのテストを行えるようにする                    

やりたいこと    
- 本番環境と同じ環境・コードでテストしてリリース                     

HTTP HTTP

本番（   AWS AppSyncテスト用）   



解決策 
- HTTPをやめて    Lambda  Resolve r を利用する   

やりたいこと    
- 本番環境と同じ環境・コードでテストしてリリース                     

×
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3 . ステージング環境でのテストを行えるようにする                    

HTTP
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構成図 
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🤔🤔 レイテンシどのくらいなんだろう             
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パフォーマンス計測         2

0 .1 9

0 .1 1

0 .1 1

0 .0 6

※ Response  da t a  0 .5 KB程度のシンプルな        APIで計測 

API Speed (sec)クライアント      CloudFr ont Lambda
ResolverAWS AppSync



🤔🤔 CloudFr ont 入れたけど遅延ないのなんでだっけ？               
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AWS AppSyncはもともと     CloudFr ont を通しているので      
カスタムドメインのために            CloudFr ont を入れても影響はほぼなかった            
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パフォーマンス計測         2



● ステージング環境のセキュリティ             
● CloudFr ont 、 AWS AppSync間の通信制限    

WAF
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セキュリティ    
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構成図 



ローカル開発・コード管理          
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ローカル開発・コード管理          

AWS CDK Serverless Framework

コード TypeScript 、 Python など yaml

デプロイ CloudFormation CloudFormat ion

ローカル開発 SAM CLI プラグイン   



ser ver less .ymlファイルの一部     

● Lambda  Resolve r を TypeScr ipt で管理 
● ローカルで     AWS AppSync、 Lambdaをテスト  
● 環境別に設定ファイルを分割           
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ローカル開発・コード管理          

シミュレーター     
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1 . サービスの構成     
2 . 入門編：    AWS AppSyncの導入 
3 . 実践編：サービスの要件に合わせて構築                
4 . デプロイフロー構築       
5 . まとめ、残った課題       



58

Chatbot Lambda CodeBuild

Slack

Notification

SNS

デプロイフロー構築       

Chat bot

Invoke

Server less
Framework

AWS CDKで構築 
※Chat bot は別スタック      or  手動で管理   
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デプロイフロー構築       
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1 . サービスの構成     
2 . 入門編：    AWS AppSyncの導入 
3 . 実践編：サービスの要件に合わせて構築                
4 . デプロイフロー構築       
5 . まとめ、残った課題       



AWS AppSyncよかったこと    
● インフラ詳しくなくても短期間で構築・検証できた                     

気をつけたいこと      
● レイテンシは      0 .0 5  sec(AWS Appsync) + 0 .0 8  sec(Lambda  Resolve r )
● Cookieを使いたい場合はちょっと手間がかかる                
● アクセス数・スパイクアクセスを考慮してクォータを確認し、                          

必要があれば戦略を立てる          
● Lambdaを使う場合はコスト、負荷の確認が必要                
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まとめ 



Resolver を VTLで書くのつらい     
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残った課題   

パフォーマンスがもう少し改善されると嬉しい                   

Lambda使わなくても      VPNで保護されたネットワークにアクセスしたい                  

API KEYの運用は続けたくない        
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ISSUEの対応に期待    



Lambda  aut hor iza t ion f or  AWS AppSync Gr aphQL APIs
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New f ea t ur e  2 0 2 1 / 0 7 / 3 0



株式会社アルファドライブ
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We ar e  hir ing!

株式会社ニューズピックス          
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ご清聴ありがとうございました            
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